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農業と国土

　

今
大
切
な
こ
と
は
何
で
し
ょ
う

か
。
私
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
旧
・
復
興
を
成
し
遂
げ
、
経

済
再
生
か
ら
持
続
的
・
本
格
的
な

日
本
再
生
へ
の
軌
道
に
乗
せ
る
こ

と
で
あ
る
、
と
繰
り
返
し
主
張
し

て
い
ま
す
。

　

安
倍
政
権
は
発

足
直
後
か
ら
、
経

済
再
生
を
遂
げ
る

た
め
大
胆
な
金
融

政
策
、
機
動
的
な
財
政
政
策
に
取

り
組
み
、
３
本
目
の
矢
と
し
て
民

間
投
資
を
喚
起
す
る
成
長
戦
略
を

閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

残
念
な
が
ら
国
民
の
生
活
実
感
を

伴
っ
た
共
感
を
呼
ぶ
ま
で
に
は
至

っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
、
来

る
べ
き
首
都
直
下
地
震
や
南
海
ト

ラ
フ
連
動
地
震
に
備
え
る
、
道
の

駅
の
防
災
機
能
強
化
を
は
じ
め
、

防
災
・
減
災
な
ど
に
資
す
る
国
土

強
靭
化
、
昨
年
末
の
笹
子
ト
ン
ネ

ル
天
井
板
落
下
事
故
を
受
け
て
の

様
々
な
構
築
物
、
施
設
の
本
格
的

な
維
持
更
新
、
更
に
新
し
い
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
や
グ
ロ
ー
バ
ル
産
業

競
争
の
基
盤
整
備
な
ど
、
安
全
・

安
心
に
つ
な
が
る
イ
ン
フ
ラ
に
対

す
る
期
待
や
需
要
が
増
大
し
て
き

て
い
ま
す
。

　

成
長
戦
略
を
実
の
あ
る
も
の
と

す
る
た
め
に
は
、
従
来
の
公
共
事

業
悪
玉
論
と
い
う
、
財
政
に
偏
っ

た
フ
ロ
ー
の
議
論
を
脱
し
、
こ
う

し
た
需
要
に
応
え
、
目
に
見
え
生

活
実
感
に
沿
う
イ
ン
フ
ラ
を
、
将

来
世
代
に
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
し
っ

か
り
し
た
形
で
残
す
こ
と
が
必
要

不
可
欠
な
の
で
す
。

　

世
の
中
は
移
ろ
い
や
す
い
も
の

で
す
。
ま
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

進
展
で
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
速
ま

っ
て
い
ま
す
。
成
長
戦
略
に
則
り
、

こ
れ
ま
で
滞
っ
て
い
た
事
業
の
進

捗
を
迅
速
化
し
て
、
新
時
代
に
相

応
し
い
良
好
な
成
功
事
例
を
早
期

に
創
出
し
、
世
に
評
価
さ
れ
る
こ

と
が
望
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
を
勘
案
し
、

財
政
に
凭
れ
過
ぎ
ず
、
更
な
る
規

制
緩
和
に
よ
っ
て
民
間
の
知
恵
と

力
と
資
金
を
活
用
し
、
財
政
の
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
機
動
的
・
弾
力

的
な
対
応
が
望
ま
れ
ま
す
。

望
ま
れ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
・
保
全
の
姿

成
長
の
限
界
シ
ナ
リ
オ

　

ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ
を
ご
存
知
だ
ろ

う
か
。
資
源
、
人
口
、
経
済
、
環

境
破
壊
、
軍
備
拡
張
な
ど
、
全
地

球
的
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
世

界
各
国
の
科
学
者
、
経
済
人
、
教

育
者
な
ど
各
分
野
の
研
究
者
が
集

ま
り
、
１
９
７
０
年
に
設
立
さ
れ

た
国
際
的
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
、
ス

イ
ス
に
本
部
が
あ
る
。

　

そ
の
第
一
報
告
書
は
、
米
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
を
中
心

と
す
る
学
者
グ
ル
ー
プ
が
１
９
７

２
年
に
発
表
し
た「
成
長
の
限
界
」

と
い
う
論
文
で
あ
る
。

　

概
要
は
「
現
在
の
ま
ま
人
口
増

や
環
境
破
壊
が
続
け
ば
、
資
源
の

枯
渇
や
環
境
悪
化
で
、
１
０
０
年

以
内
に
人
類
の
成
長
は
限
界
に
達

す
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
内
容

で
、
世
界
に
衝
撃
を
与
え
た
。
日

本
で
は
大
来
佐
武
郎
氏
が
監
訳
し

て
い
る
が
、
同
ク
ラ
ブ
設
立
の
年

は
大
阪
万
博
の
年
で
、
論
文
発
表

は
ま
さ
に
わ
が
国
高
度
成
長
真
っ

只
中
の
時
代
だ
っ
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る

と
、「
ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ
成
長
の
限

界
、
40
年
後
の
検
証
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
の
項
目
は
、
以
下
の
よ
う

な
文
章
で
始
ま
っ
て
い
る
。

　
「
40
年
前
に
提
出
さ
れ
て
物
議

を
醸
し
た
論
文
―
成
長
の
限
界
―

の
結
論
：
『
世
界
は
破
滅
へ
の
レ

ー
ル
を
進
ん
で
い
る
』
は
、
近
年

の
研
究
で
や
は
り
正
し
か
っ
た
こ

と
が
検
証
さ
れ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
物
理
学
者
グ
ラ
ハ
ム
・
タ

ー
ナ
ー
は
、
振
り
返
っ
て
み
る

と
、
１
９
７
０
年
代
に
お
い
て
最

も
偉
大
で
画
期
的
な
学
問
的
業
績

は
『
成
長
の
限
界
』
で
あ
る
と
述

べ
て
い
る
」。

　
「
成
長
の
限
界
」
の
中
で
は
「
今

の
や
り
方
の
ま
ま
の
シ
ナ
リ
オ
、

す
な
わ
ち
、
も
し
人
類
が
、
自
然

が
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
量
以
上

の
も
の
を
消
費
し
続
け
る
シ
ナ
リ

オ
で
進
ん
で
い
く
と
す
る
な
ら

ば
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
世
界
的

な
経
済
崩
壊
と
人
口
の
急
激
な
減

少
が
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と

予
測
し
て
い
た
。

　

こ
の
予
測
に
対
し
、
タ
ー
ナ
ー

は
、
１
９
７
０
年
か
ら
２
０
０
０

年
ま
で
の
現
実
の
デ
ー
タ
と
、「
成

長
の
限
界
」
の
今
の

や
り
方
の
ま
ま
の
シ

ナ
リ
オ
を
比
較
し

た
。

　

そ
の
結
果
、
現
実

は
「
成
長
の
限
界
」

の
予
言
に
ほ
ぼ
沿
っ

て
進
ん
で
い
る
こ
と

を
見
出
し
た
。
タ
ー

ナ
ー
は
こ
う
言
う
。

　
「
こ
こ
で
は
警
告

の
半
鐘
の
音
が
明
ら

か
に
鳴
り
響
き
続
け

て
い
る
」「
私
た
ち

は
持
続
可
能
な
軌
道

か
ら
外
れ
て
い
る
」

と
。

　

私
は
「
成
長
の
限
界
」
と
い
う

論
文
の
名
前
は
知
っ
て
い
た
が
読

ん
だ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
実
際
に

読
ん
で
み
る
と
、
そ
こ
に
書
か
れ

た
内
容
は
、
タ
ー
ナ
ー
が
検
証
し

指
摘
し
た
よ
う
に
、「
現
在
の
地

球
は
悪
夢
の
シ
ナ
リ
オ
の
軌
道
を

突
き
進
ん
で
い
る
」
と
、
再
確
認

さ
せ
ら
れ
た
。

　

私
は
農
業
関
係
者
な
の
で
、
関

心
の
深
い
部
分
を
見
れ
ば
、
実
に

単
純
な
分
か
り
や
す
い
シ
ナ
リ
オ

で
あ
る
。

　

こ
の
ま
ま
80
億
人
の
人
口
増
加

が
進
め
ば
食
料
が
不
足
す
る
↓
食

料
が
不
足
す
れ
ば
大
規
模
化
や
遺

伝
子
組
み
換
え
な
ど
の
技
術
に
よ

り
食
料
を
増
産
す
る
↓
食
料
を
増

産
す
れ
ば
大
量
の
石
油
エ
ネ
ル
ギ

ー
な
ど
の
天
然
資
源
を
消
費
す
る

↓
天
然
資
源
を
消
費
す
れ
ば
地
球

温
暖
化
な
ど
の
環
境
汚
染
が
拡
大

す
る
↓
環
境
汚
染
が
拡
大
す
れ
ば

食
料
増
産
の
た
め
の
耕
作
地
と
収

穫
量
が
減
少
す
る
↓
収
穫
量
が
減

少
す
れ
ば
食
料
不
足
に
な
り
人
口

は
減
少
す
る
。

　

６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
に
か
け
て
英
国
に
Ｐ
ｉ
ｅ

ｒ
（
桟
橋
）
調
査
に
出
か
け
た
。
Ｐ
ｉ
ｅ
ｒ
は
英
国
沿

岸
の
リ
ゾ
ー
ト
地
に
数
多
く
見
ら
れ
る
が
、
英
国
独
特

の
も
の
だ
。
多
く
は
産
業
革
命
の
成
功
で
英
国
経
済
が

成
熟
し
た
19 

世
紀
後
半
、
ビ
ク
ト
リ
ア
朝
時
代
（
１

８
３
７
〜
１
９
０
１
年
）
の
中
期
か
ら
後
期
に
建
造
さ

れ
た
。

　

当
時
、
全
国
の
海
岸
に
約
１
０
０
本
が
建
造
さ
れ
た

が
、
老
朽
化
、
荒
天
時
の
波
浪
や
船
舶
の
衝
突
、
火
災

に
よ
る
焼
失
な
ど
で
失
わ
れ
た
。
そ
れ
で
も
民
間
資
金

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
活
用
し
て
守
り
続
け
、
現
在

も
58 

本
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
ロ
ン
ド
ン
を

拠
点
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
沿
岸
部
に
あ
る
12
本
の
Ｐ
ｉ
ｅ

ｒ
を
調
査
し
た
。

　

こ
の
Ｐ
ｉ
ｅ
ｒ
が
沿
岸
リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
中
で
ど
の

よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
か
、１
５
０
年
を
経
た
今
日
、

市
民
生
活
や
沿
岸
リ
ゾ
ー
ト
の
中
で
ど
う
生
き
て
い
る

か
、
Ｐ
ｉ
ｅ
ｒ
と
い
う
建
造
物
を
通
し
て
英
国
人
、
西

海と共に生きる① 英国の桟橋「クールジャパン」

12

石川保駅長

石見銀山観光やスキー、海水浴客でい

つも賑わっています。隣接の 産直市みずほ では

地元産農畜産物など400点以上の品揃えがあり、お

母さんたちの手づくりお寿司が特に人気です。希

少価値ある石見和牛肉、さっぱりとした味わいの

石見ポ－クは、深い味わいの地酒と一緒にどうぞ。

島根県邑南町下田所260－3

国道261号 0855－83－1112

田邉理人支配人

鳥の形を模した変わった形の道の駅。

周辺が渡り鳥の越冬地だからで、たくさんの水鳥

とカメラマンで賑わいます。当駅からの景色には

自然が肌で感じられ、対岸の山々に沈む夕陽と湖

面のきらめきは『日本の夕陽百選』に選ばれてお

り、きっと皆様の心を満たしてくれます。

滋賀県長浜市湖北町今西1731－1

県道湖北長浜線 0749－79－8060

酒井英一駅長

利根川の舟運で栄えた河岸をイメージ

した蔵造の建物が特徴です。新鮮な朝採り野菜や

昔なつかしい田舎まんじゅうが皆様の郷愁を誘っ

てくれます。オススメの郷土食は、地元産そば粉

を使う十割そばです。秋の周年記念祭のそば祭り

で、手打ちそばを味わってください。

茨城県境町1341－1

茨城県道17号 0280－87－5011

欧
人
の
設
計
思
想
を
知

り
た
い
、
な
ど
多
く
の

問
題
意
識
を
持
っ
て
臨

ん
だ
。

　

先
進
国
で
四
方
海
に

囲
ま
れ
た
海
洋
国
で
、

ロ
イ
ヤ
ル
ベ
ビ
ー
誕
生

で
沸
い
た
よ
う
に
、
皇

室
を
持
つ
共
通
点
を
持

ち
つ
つ
、
仏
教
や
神
道

を
重
ん
じ
る
文
化
と
、

キ
リ
ス
ト
教
が
色
濃
く

残
る
文
化
の
違
い
を
持
つ
日
英
両
国
で
あ
る
。

　

我
が
国
は
明
治
維
新
以
降
、
伝
統
思
想
を
壊
さ
ず
西

欧
技
術
を
導
入
す
る
「
和
魂
洋
才
」
思
想
で
多
く
の
建

造
物
を
構
築
し
て
き
た
。建
設
技
術
は
西
欧
型
な
が
ら
、

出
来
上
が
っ
た
建
造
物
に
対
す
る
扱
い
は
日
本
型
が
根

強
く
残
る
。

　

こ
の
二
律
背
反
の
中
で
、
今
後
の
ス
ト
ッ
ク
イ
ン
フ

ラ
を
如
何
に
維
持
管
理
・
更
新
す
る
か
。
貴
重
な
教
材

で
あ
る
と
と
も
に
夏
休
み
の
大
き
な
宿
題
と
も
な
っ

た
。

　

写
真
は
、
今
回
調
査
対
象
と
な
っ
た
Ｃ
ｌ
ｅ
ｖ
ｅ
ｄ

ｏ
ｎ
桟
橋
。「
霧
の
な
か
に
あ
る
日
本
的
風
景
」 

と
い

う
評
価
で
Ｐ
ｉ
ｅ
ｒ　

ｏ
ｆ　

ｔ
ｈ
ｅ 

ｙ
ｅ
ａ
ｒ　

２
０
１
３
を
受
賞
。
日
本
の
美
が
評
価
軸
と
な
っ
た
、

ま
さ
に
「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」
で
あ
る
。（
一
般
財
団

法
人
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー　

八
尋
明
彦
）

現在でも気品と優美さを誇るClevedon
桟橋（一級文化財認定：1869年供用）
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未
来
の
問
題
に
思
い
を

　

こ
の
持
続
可
能
性
の
崩
壊
シ
ナ

リ
オ
が
「
成
長
の
限
界
」
の
構
図

な
の
だ
。

　

こ
の
論
文
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に

書
い
て
あ
る
こ
と
は
「
人
間
の
視

野
」
で
あ
る
。
世
界
中
の
す
べ
て

の
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
注
意
と
行
動

を
必
要
と
す
る
一
連
の
関
心
事
と

問
題
を
抱
え
て
い
る
。

　

あ
ら
ゆ
る
人
間
の
関
心
は
ど
れ

く
ら
い
の
地
理
的
広
が
り
を
持
っ

て
い
る
か
、
ど
れ
く
ら
い
の
時
間

的
な
広
が
り
を
持
っ
て
い
る
か
に

従
っ
て
、
グ
ラ
フ
上
の
ど
こ
か
の

点
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
殆
ど
の
人
々
の
関
心
は
グ
ラ

フ
の
左
下
方
に
集
中
し
て
い
る
。

　

私
た
ち
の
視
野
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
、
現
在
わ
が
国
で
問
題
視

さ
れ
て
い
る
様
々
な
課
題
や
テ
ー

マ
を
、
時
間
を
今
月
、
今
年
、
数

年
先
、
自
分
の
生
涯
、
２
０
３
０

年
な
ど
横
軸
と
し
、空
間
を
家
族
、

職
場
・
地
域
、
民
族
・
国
家
、
世

界
と
し
て
縦
軸
に
取
り
、
そ
の
中

に
身
近
な
関
心
事
の
項
目
を
、
私

な
り
に
落
と
し
込
ん
で
み
た
。

　

主
な
項
目
は
、
給
料
／
公
共
料

金
／
教
育
／
健
康
／
旅
行
／
資
産

／
失
業
・
雇
用
／
原
発
再
稼
動
／

保
険
・
医
療
／
デ
フ
レ
／
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
／
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
／
尖

閣
・
竹
島
／
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
世
界
企
業

／
憲
法
改
正
・
食
料
安
保
…
…
。

そ
の
結
果
、
先
の
参
議
院
選
挙
で

争
点
に
な
っ
た
殆
ど
の
項
目
が
、

左
下
方
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
に

気
が
付
い
た
。

　

私
た
ち
は
成
長
の
限
界
を
観
念

的
に
は
理
解
し
て
い
る
が
、
実
際

の
行
動
に
は
移
せ
な
い
で
い
る
。

成
長
の
限
界
を
感
じ
な
が
ら
、
ど

う
し
て
も
目
先
の
経
済
成
長
を
優

先
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

私
た
ち
一
般
市
民
は
も
と
よ

り
、
恐
ら
く
は
政
治
家
な
ど
も
含

め
て
、
極
め
て
身
近
な
目
先
の
こ

と
に
と
ら
わ
れ
、
将
来
や
未
来
の
問

題
に
思
い
を
致
す
余
裕
が
失
わ
れ
て

い
る
、
と
で
も
言
え
る
だ
ろ
う
か
。

　

タ
ー
ナ
ー
の
言
う
通
り
、
私
た

ち
は
間
違
い
な
く
持
続
可
能
な
軌

道
か
ら
外
れ
て
い
る
。

 

津
波
バ
イ
オ
リ
ン
製
作

弦
楽
器
製
作
者

中
澤
宗
幸
さ
ん

　

８
歳
の
時
、
最
初
の
バ
イ
オ

リ
ン
を
作
っ
た
。「
間
違
い
な

ょ
う
な
日
本
語
を
話
す
イ
ギ
リ

ス
人
に
出
会
っ
た
。
バ
イ
オ
リ

ン
の
調
子
が
悪
い
と
店
に
持
っ

て
き
た
。
中
を
覗
く
と「
魂
柱
」

が
ず
れ
て
い
る
の
が
見
え
た
。

希
望
通
り
楽
器
を
調
整
し
て
以

後
、
海
外
の
バ
イ
オ
リ
ン
業
界

の
話
、
音
楽
の
話
な
ど
教
わ
っ

た
。「
彼
に
会
わ
な
け
れ
ば
イ

ギ
リ
ス
で
の
修
行
な
ど
考
え
な

か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
」。

　
「
職
人
は
本
物
を
見
る
目
を

養
う
こ
と
か
ら
修
行
が
始
ま

る
。
バ
イ
オ
リ
ン
も
同
じ
」
と

中
澤
さ
ん
。
渡
英
し
て
サ
ザ
ビ

ー
ズ
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
会
場
や

美
術
館
に
展
示
し
て
い
る
ス
ト

ラ
ド
を
見
て
「
遠
い
日
本
か
ら

き
た
の
で
ケ
ー
ス
か
ら
出
し
て

見
せ
て
ほ
し
い
」
と
拝
む
よ
う

に
頼
ん
で
も
、
触
ら
せ
て
は
も

ら
え
な
か
っ
た
。

の
修
復
や
鑑
定
、
世
界
中
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
演
奏
家
の
楽
器
調
整
を
手
が
け
る
。
東
日
本
大
震
災
に
衝
撃
を
受
け
、
被
災

地
の
瓦
礫
の
木
材
を
使
っ
て
「
津
波
バ
イ
オ
リ
ン
」
を
製
作
。
今
年
3
月
11
日
、被
災
地
で
バ
イ
オ
リ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
千

の
音
色
で
つ
な
ぐ
絆
」
の
第
１
回
演
奏
会
を
開
催
。
プ
ロ
、
ア
マ
問
わ
ず
１
０
０
０
人
以
上
の
演
奏
家
に
津
波
バ
イ
オ
リ
ン

で
演
奏
し
て
も
ら
う
鎮
魂
の
音
楽
会
を
、
全
国
で
長
期
リ
レ
ー
開
催
す
る
。

　

兵
庫
県
出
身
73
歳
。
１
９
６
８
年
、
28
歳
で
渡
英
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
バ
イ

オ
リ
ン
の
作
り
方
や
修
復
技
術
を
学
ぶ
。
80
年
、
40
歳
で
東
京
に
工
房
を
開
く
。

東
京
、
信
州
上
田
、
イ
タ
リ
ア
・
ク
レ
モ
ナ
に
工
房
を
持
ち
、
ク
レ
モ
ナ
オ
フ
ィ

ス
開
設
を
機
に
㈱
日
本
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
改
称
。
ス
ト
ラ
デ
ィ
ヴ
ァ
リ
な
ど
名
器

　

海
外
で
多
く
の
先
輩
か
ら
技

術
を
教
わ
り
知
識
を
身
に
つ
け

た
が
、
初
め
て
ス
ト
ラ
ド
に
触

れ
た
の
は
40
歳
で
個
人
工
房
を

開
い
た
直
後
。
修
理
の
依
頼
を

受
け
工
房
に
ス
ト
ラ
ド
が
持
ち

込
ま
れ
「
や
っ
と
本
物
の
師
匠

に
出
会
え
た
よ
う
な
気
が
し

た
」
と
い
う
。

　

初
め
て
手
に
持
ち
音
色
を
聞

い
た
。
ス
ト
ラ
デ
ィ
ヴ
ァ
リ
本

人
が
３
０
０
年
後
の
現
代
に
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
語
り
か
け
て

く
る
よ
う
な
感
覚
。
職
人
と
し

て
ス
ト
ラ
ド
の
修
理
を
許
さ
れ

た
瞬
間
だ
。

　
「
ス
ト
ラ
ド
と
過
ご
す
時
間

は
何
よ
り
の
喜
び
」
と
話
す
中

澤
さ
ん
は
今
や
世
界
の
弦
楽
器

製
作
者
。
東
日
本
大
震
災
の
瓦

礫
の
木
材
で
「
津
波
バ
イ
オ
リ

ン
」
を
製
作
。
被
災
地
で
成
長

し
た
子
供
た
ち
が
「
津
波
バ
イ

オ
リ
ン
」
を
演
奏
す
る
よ
う
に

な
る
ま
で
、
全
国
で
鎮
魂
の
音

楽
会
を
続
け
た
い
、
と
夢
を
語

る
。

く
父
の
影
響
」
と
中
澤
さ
ん
。

戦
前
、
材
木
商
を
し
て
い
た
父

親
は
、
植
林
か
ら
伐
採
、
製
材

ま
で
全
て
に
携
わ
る
木
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
だ
っ
た
が
、

中
澤
さ
ん
は
「
父
の
仕
事
を
手

伝
う
の
が
大
好
き
だ
っ
た
。
バ

イ
オ
リ
ン
作
り
も
父
の
手
ほ
ど

き
。
中
学
の
夏
休
み
の
工
作
の

宿
題
で
自
作
の
バ
イ
オ
リ
ン
を

提
出
し
驚
か
れ
た
」
と
い
う
。

　
「
い
つ
か
バ
イ

オ
リ
ン
職
人
に
」

の
夢
を
持
ち
続

け
、
プ
ロ
の
バ
イ

オ
リ
ン
製
作
者
に

な
る
に
は
経
験
が

大
事
と
様
々
な
職

業
に
就
き
、
最
後

に
楽
器
店
の
店
員

に
た
ど
り
着
い

た
。
そ
こ
で
流
ち
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戸田智恵子駅長

日本三大ねぎ「岩津ねぎ」発祥地で、

高原茶のブランド「あさごみどり」をはじめ四季

折々の野菜類が毎朝豊富に並びます。食堂では脂

肪分が少なくあっさりヘルシーな鹿肉定食が人気

メニューです。雲海が美しく《天空の城》で知ら

れる竹田城址がすぐ近くにあります。

兵庫県朝来市多々良木字牧野213－1

国道312号 079－678－0808

塚田茂樹駅長

環境型農業で土づくりにこだわった農

産物、地元の豚を使う手づくりハム・ソーセージ

が自慢です。6月恒例のスイートコーン収穫祭は40

00人が試食やもぎ取り体験に参加、1万5000本が1

時間半で完売しました。桃の収穫祭・感謝祭・野

菜の福袋のイベントにもご期待を。

山梨県中央市浅利1010－1

国道140号 055－269－3424

開田健嗣駅長

チューリップと散居のまちの観光拠点

で当駅に隣接する「となみチューリップフェア」

会場の公園は今、カンナが咲き乱れています。駅

内にはチューリップ生花・球根（季節限定）等の

チューリップグッズのほか、大門素麺、庄川ゆず

製品等名産品も多数取り揃えています。

富山県砺波市宮沢町3－9

国道156号 0763－32－9911

「道の駅のイベント」に関するアンケート 第38号 「道の駅のイベント」に関するアンケート　回答用紙

　各地の道の駅は、様々なイベントや催しで道路利用者や地域住民と
の連携を図り、地域振興の拠点化を目指しています。今回は「道の駅
のイベント」についてアンケートします。

Ｑ１．イベントには、地域住民の趣味の会の発表の場としての活用を
　　含め、地域文化、芸能、スポーツ、地域おこし、防災関係など様々
　　な分野があります。興味のあるもの、関心の高いものをいくつで
　　も番号で選んでください。
 ①サロンコンサート
 ②絵画・写真・工芸など趣味の作品展
 ③コーラスなど音楽発表会
 ④映写会
 ⑤専門家の出前講座
 ⑥地域の歴史や伝統文化の語り部の会
 ⑦地域の観光名所を知る会
 ⑧農業や地域特産品の手づくり体験会
 ⑨自然観察会
 ⑩地域料理講習会
 ⑪地域の新鮮な農水産物の安売り
 ⑫他の道の駅の特産品の催事
 ⑬外国産品の物産展
 ⑭チャリティーイベント
 ⑮ウオーキング大会
 ⑯サイクリング大会
 ⑰防災フェア
 ⑱専門家による防災講演会
 ⑲避難訓練
 ⑳その他
Ｑ２．上記の中で、特に参加したいものを番号で３つ選んでください。
Ｑ３．道の駅がイベント会場を提供してくれるとしたら、どのように
　　関わっていきますか。
 ①自分や仲間でイベントを企画して道の駅を利用したい
 ②適切なリーダーがいて声がかかれば協力したい
 ③興味のあるイベントがあれば参加も考えるが、自ら行動は 
 　しない
 ④イベントにはあまり関心がない
Ｑ４．道の駅でこんな企画はどうかなどのアイデア、こんなイベント
　　は不要など、自由意見をご記入ください。
Ｑ５．この新聞はどこの道の駅で手に入れられましたか。

Ｑ１．①　②　③　④　⑤　⑥　⑦　⑧　⑨　⑩　⑪　⑫　⑬

　　　⑭　⑮　⑯　⑰　⑱　⑲　⑳

　　　（ ）

Ｑ２．①　②　③　④　⑤　⑥　⑦　⑧　⑨　⑩　⑪　⑫　⑬

　　　⑭　⑮　⑯　⑰　⑱　⑲　⑳

　　　（ ）

Ｑ３．①　②　③　④

　　　（ ）

Ｑ４．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｑ５．a)    　　　　県　b)（駅名）
　　　フリガナ   ：　　　　　　　　　　　　

お　名　前：　

　　　　　　　　　　　　　　　　

郵便番号〒：

ご　住　所：

お電話番号：（　　　　）－（　　　　）－（　　　　）

性　　　別：　　男　　　女

年　　　齢：　　歳

ご　職　業：

通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入ください）

　

ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
人
と
道
の
あ
り
方
を
読
者
と
と
も
に
考
え
よ
う

と
、
毎
号
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
は
本
紙
で
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
道
の
駅
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
資
料
と
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
係
の
諸
団
体
な

ど
に
も
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ご
回
答
は
統
計
的
に
処
理
し
て
結
果
の

み
を
公
表
し
、
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
忌
憚
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご
回

答
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
20
人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　回答用紙に記入して点
線に沿って切り抜き、ハ
ガキに貼って投函して
ください。ホームペー
ジ（http://www.route-
press21st.jp）からも回
答できます。締切は平成
25年10月10日。宛先は、
〒 102-0075 東京都千代
田区三番町７－１朝日三
番町プラザ　ＮＰＯ法人 
人と道研究会

ご回答方法


